
静岡赤十字病院 病院紹介
～「主治医になれる医師」を目指そう！～
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I. 立地について
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契約スポーツジムは徒歩1分

伊勢丹まで徒歩3分

病院裏手に大型書店・カフェ

駅まで続く活気ある呉服町名店街

静岡駅より徒歩10分。静岡市の中心地にあり、周りに商店
街・デパート・大型書店・映画館・スポーツジムなどがあり、
活気にあふれています。
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Ⅱ. 研修医の在籍数
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平成30年度の第15期生：管理型13名・協力型2名

令和 1年度の第16期生：管理型13名・協力型2名

令和 2年度の第17期生：管理型13名・協力型2名

令和 3年度の第18期生：管理型13名・協力型1名

↑ 現2年次 現1年次 →

先輩・後輩で、なんでも相談・質問しやすい環境が整っています。



Ⅲ. プログラムの特徴
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プログラム内容

内
科

外
科

救
急

（24週） （12週） （4週） （8週）

● １年目に整形外科を研修して、救急医療をより深く学ぶことができます。
● 地域医療研修は、僻地診療所（病院）・市内開業医の協力施設あり。
● 精神科研修は当院で行いますが、希望者は静岡県立こころの医療センターでの
研修が可能です。

● 選択科は6か月となります。
静岡県立こども病院で小児科をより深く研修することも可能です。
静岡県立がんセンター（感染症内科）での見学実習を行っています。

2年次

１年次

麻
酔

産
婦

小
児

地
域

選
択

（8週）（4週）

精
神

（4週）（4週）（4週） （4週×6）

整
形
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当院の初期臨床研修の特色①

臨床研修制度の開始時から一貫して、スーパーローテート方式を守
り続けています。
必須科は必ず研修医がローテートするため、チームの一員として役

割があり、活躍できます。

スーパーローテート方式

総合内科 外科・消化器内科 産婦人科
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当院の初期臨床研修の特色②

総合内科が内科部門の核として、多岐にわたる患者さんに対応して
います。
「総合プロブレム方式」を採用し、疾患単位ではなく人間単位で考

える「主治医」の育成に力を入れています。

充実した総合内科研修
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当院の初期臨床研修の特色③

3次救急医療機関であり、重症患者さんを数多く受け入れる一方で、
ER型として軽傷から重症まで幅広く初期診療に対応しています。また、
各科の垣根が低く、協力しながら診療にあたっています。

救急科研修



13

当院の初期臨床研修の特色④

指導医・専攻医・研修医がチームを組んで診療にあたっており、毎日
の回診・カンファレンスが学びの場となります。
当直業務についてもファーストタッチは研修医が行い、上級医から

フィードバックがある屋根瓦方式となっています。

屋根瓦方式
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当院の初期臨床研修の特色⑤

CV挿入・縫合処置、気管挿管などの手技や、代表的な疾患に関する
院内レクチャーを行っています。
また、院外から講師を招聘しセミナーを行っております。

研修会・セミナーが充実

感染症カンファレンス 腹腔鏡セミナー 糸結び



Ⅳ. 処遇について
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処遇について

１）身分：初期臨床研修医

２）給与：1年次月額30万円、2年次月額35万円

３）賞与：1年次年額60万円、2年次年額70万円

４）勤務時間：8:30～17:00 / 平日、４週間で8日間の休日

５）時間外勤務：時間外手当あり

６）日当直業務：指導医とともに日当直業務を行う（手当有）

７）夏休み：3日間＋有給で1週間

８ ）住居：研修医用宿舎 （原則全員入居 1DKマンション、

病院から徒歩５分、個人負担月6万円）

９ ）社会保険・労働保険等の各種保険あり

10）学会への参加：2年で４回許可（旅費支給、演者は参加費支給）
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宿舎について

病院から徒歩5分圏内に宿舎があり、原則として全員が入居します。
自己負担が6万円かかりますが、居住者が研修医のみとなるため、気を遣う

部分が少なく安心です。
令和3年に宅配BOXがつきました。

間取りは各部屋によって多少異なります
（38～43㎡）
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病院見学お待ちしております！

研修医ブログ・動画も公開中

平日に随時受け入れております。夏季休暇中は多くのお問い合わせ
が重なる日がありますので、複数日のご希望をご提示ください。
緊急事態宣言が発令されていても、ワクチンを2回接種されていれ

ば見学のお受入をしております。
交通費・宿泊補助もありますので、まずはご相談ください！

eレジ座談会動画ブログ YouTube紹介


